お招き頂きましてありがとうございます。兵庫県のお城で有名な白鷺城のある姫路市からやってきました。木材市場（しじょう）のある山崎市に隣接している小さな里山で山全体を作品にするランドアートと言われる彫刻をはじめて４年目になります。「自然と人間の関係」をテーマに、間伐をして空間をつくり間伐材を作品エレメントにして立ち木と組み合わせて切り株も取り込むような作品を作り続けています。ちょうど生きた植物の生長のように常に進化しているような世界です。

彫刻家をはじめて約５０年近くなるのですが、生活の為の欄間彫刻もしながら美術団体の二科会に出品していました。日本建築がどんどんと激減していた時代で、やっと売れる欄間ができるようになったころ（７０年代前後）には受注が無くなってしまい、その後は木、石、コケなどを素材にした環境彫刻に専念しながら公共彫刻をつくっていました。ちょうど温暖化とか生態系の変化が大問題になり始めたころでしたので、環境を考えるＮＰＯ組織にも参加し活動をはじめていました。とくに里山保全活動がメインでしたので、私のところで実践をしようという事になりましたのが、現在の「里山のアート化」のきっかけになりました。

仲間が集まり下草刈りとか間伐材の炭焼きなどをしているうちに、あるとき間伐した檜が、山斜面に樹齢数十年の檜が数十本が乱雑に倒れている姿が、雪崩のようなエネルギーを感じ作品にしたい衝動が起きました。台風痕などに倒れた原木が斜面に雪崩落ちているのを見られた事がおありだと思いますが、あのなぎ倒れるエネルギーの象徴として神社仏閣専用塗料の朱色をそれぞれのエレメント材に塗り作品化をしました。ＦＢの都内に住む某建築家からは、「林縁の彫刻だね」と言われ少々気分が高揚して素朴にうれしく思った次第でした。谷間の広場（元田圃）から見上げると、その真っ赤な作品が檜林の間に見え隠れしてみえます。もともと里山周辺の谷は田圃だったところで、今はオートキャンプ場とログハウスがたっているような観光化された環境ですが、作品は遠くに見える点景のようであり緑の山にコントラストしています。夜にライトアップすると神秘的な感じにもなりました。奥山には県下で有名な標高６６８メートルの播磨富士と言われる明神山があり、登山者がたくさん登られています。時折、村道から私のところへ迷い込んでは、見たこともない大きなオブジェ（30ｘ8ｘ3）にびっくりされたりされます。それでも思いがけない出会いですので、興味しんしんで話し込んでは楽しまれて帰って行かれます。登山道と里山が自然に繋がり、知らず知らずうちに作品と遭遇するという仕掛けのような作品をすすめています。

みなさんが想像されるような美術館にあるような台座のある彫刻作品ではありません。台座がなく周りの空間とか場も作品だという考え方ですので、自己完結していません。作品の境界が曖昧な作品ですので自然の動植物の住み分けのような境界があるような？ないような感じでしょうか？実はこんな考え方は西洋彫刻の概念にはなく、自然と真正面から向き合い対峙するのではなく、まさに自然に寄り添うようなファジーな自然との関係の世界を里山の自然界で具現化、具体化している訳です。どこまでが自然の里山でどこまでが人工の彫刻なのか不明瞭なままが作品なのです。この作品化が結果的に里山保全につながり新しい里山に進化できればいいと考えています。里山（SATOYAMA）と言う概念は、世界にはなく日本特有のものです。日本人の知恵が残してくれた自然遺産のようなものですので、保全をかねた新しいアートの表現が広まればいいと考えています。時折、海外からの訪問者もあり、欧米のアートにはない進化を感じてもらえ共鳴されます。

そもそも里山は日本人の生活と共に生まれた自然観に寄るものだと思っています。伝統文化に多く残された自然観と共通する自然に寄り添う姿が見えてきます。

ちょっと、唐突で、、建築家の先生方を前にして大変に恐縮なんですが、

例えば、私が若いころに飯の種だった欄間彫刻の図柄に「松と迎え鶴」があります。当時、一番ポピュラーで売れたものですが、その松は、庭を想定した屋外から屋内に生長しているように、根元を縁側に迎え鶴を室内の奥に迎えるように描かれています。戸外の自然が生活空間に取り込まれています。自然の松が、欄間の松に変換されて装飾化し生活空間と一体化しています。あるいは又、床の間には床飾りの生け花などは、役枝といって植物の向日性による光を求めて縁側に伸びるように生けるルールがあります。虚実等分という実と虚をあんばいよく当分すると言う華道のコンセプトには、あたかも数種の植物が一種の株から自然に生長しているように、切り花を組み合わせるのですから自然ではないのですが、自然に見えるように生けます。600年も続いてる伝統文化の一つです。
しかしながら、、、、日本建築が少なくなるにつけ私たちは知らず知らずのうちに、生活に取り込んできたこれらの文化も、どんどんと廃れ、伝える人も少なくなってきました。木造の日本建築から、人が自然に寄り添う、自然と共生できる実に美しい文化が多く生まれています。言い方を変えれば、ファジーな寄り添う美意識が生み育てたのだと考えています。しかしながら、進化の流れからは、すでに今日では忘れられようとしています。瞬きほども進化は止まってはくれません。私は私のできることから、この生きている時代に必要な、あるいは必要と思われているものを真正面から取り組み、己の創造衝動に真摯でありたいと願っています。

私の夢である里山アートは、自然と共生する伝統スタイル同様に、限りなく曖昧で中道的で実にぼんやりとした、何かほっとする安堵感に癒される場作り、空間づくりの里山環境をめざしています。そして、これらの活動を通じて里山荒廃とか放置林などを回復する切っ掛けになれば幸いです。場違いの発言だったかもかもしれませんが、どうぞご容赦頂いて木の文化を再発見できるお手伝いができれば幸いです。

